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８． ４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

 

［１］公共交通機関の利用者の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性  

（現状分析） 

 本市の中心市街地は、鉄道・バス・市営電車などの公共交通手段に恵まれている。 

 鉄道は、JR 九州が鹿児島中央駅を起点に鹿児島本線、日豊本線、指宿枕崎線方面への列車を

運行している。鹿児島中央駅の乗客数は九州新幹線の部分開業効果もあり、年間 600 万人を超え

る。一方、鹿児島空港連絡バスや福岡・大分・宮崎方面への長距離バス、県内各地に向けて運行

されているバスは、いずれも起点が中心市街地に集中している。長距離バスでは、福岡便が 30

分ごとに運行されているなど、各方面とも運行本数が多く、運賃が比較的安いため、新幹線と並

んで広域交通手段として一般的になっている。 

 市内バスも数多く運行され、その多くが中心市街地を起点・終点または経由地としている。特

に電車通りの高見馬場～金生町はバス路線が集中している。 

 今や本市の観光資源のひとつにもなっている市営電車は２系統で運行され、両路線ともに中心

市街地を起点・終点または経由地とし、多くの停留場を設けている。 

また、市内観光周遊バス「カゴシマシティビュー」は鹿児島中央駅を起点に 2コースが運行さ

れ、約 1時間で巡回しているとともに、週末には夜景コースも運行されている。 

 本市はこれまで、陸の玄関である鹿児島中央駅総合交通ターミナルの整備、同駅前広場整備等

の基盤整備により、交通機関相互の乗り継ぎの利便性向上に加え、電車運行情報システム、バリ

アフリー対応超低床電車の導入、ＩＣ乗車カードの採用等の各種利用環境向上に取り組んできた

結果、市営電車の１日平均利用者数は平成 14 年度を境に増加に転じ、平成 18 年度までの間に約

2.2％（敬老パス一部負担利用者を除く）増加している。 

 

（課題） 

 急速に進展する少子高齢社会や交通バリアフリーへの取り組み、環境問題への対応など、今後

のまちづくりにおいて公共交通機関の果たすべき役割はますます重要性を増している。 

 こうしたことから、さらに公共交通機関の利便性の向上や交通渋滞の緩和などを図り、より中

心市街地に来街しやすい交通環境を整備することが課題である。 

 

（公共交通機関の利用者の利便性の増進の方向性） 

  中心市街地に来街しやすい交通環境の整備を進めるため、利用者の利便性を考慮した公共交通

機関の利用環境の向上を図るとともに、市営電車の軌道敷緑化（芝生化）を実施して鹿児島らし

い都市景観の創出とヒートアイランド現象の緩和に努めるなど、人と環境にやさしい中心市街地

づくりを推進する。 

また、バスや市営電車などの公共交通機関への利用転換を促すエコ通勤の社会実験を通じて、

交通渋滞の緩和や公共交通の活性化を図るなど、市民、交通事業者、商業者等が一体となって、

過度に自動車に依存しない中心市街地づくりを目指す。 

 

（フォローアップの考え方） 
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  基本計画が認定された2年後の平成21年度において完了もしくは開始している事業について、

進捗度調査を行い、状況に応じて事業の促進などの改善措置を講じる。 

  また、計画期間満了時点において再度、進捗状況調査を行い、中心市街地活性化の効果的な推

進を図るものとする。 

 

［２］具体的事業の内容 

(1) 法に定める特別の措置に関連する事業 

   該当なし 

(2)①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：５３ 

市電軌道改良事業 

支援措置：  

まちづくり

交付金 

 
内容： 

市営電車軌道の 

改良 

実施時期： 

H18 年度～H19 年度 

 

鹿 

児 

島 

市 

 

 

 

〔目標達成のための位置づけ〕 

 市営電車の軌道機能の向上及び低振

動・低騒音による乗り心地等の快適性の改

善を図ることは、公共交通の利便向上はじ

め、交通渋滞の緩和や環境負荷の軽減にも

寄与する事業であり、コンパクトな市街地

づくりに繋がる事業である。 

〔必要性〕 

公共交通の利用者の利便性向上を図り、

中心市街地へのアクセス及び回遊性を確

保し、にぎわいの創出と活性化を図るため

に必要な事業である。 

※本事業は、軌道敷緑化（芝生化）整備事業及

びファンタスティックイルミネーション推

進事業（軌道敷緑化ライトアップ）と連携し

て実施し、相乗効果を図る。 

実施時期： 

H18 年度～ 

H19 年度 

 

事業名：５４ 

市電車体更新事業 

支援措置：  

まちづくり

交付金 

 
内容： 

市営電車車体の 

更新 

実施時期： 

H20 年度～H22 年度 

鹿 

児 

島 

市 

 

 

〔目標達成のための位置づけ〕 

 昭和 30 年代に導入した 600 形電車を台

車並びに車体を年次的に更新することに

より、車両走行の利便性、快適性、安全性

の向上が図られることから、中心市街地の

回遊促進と活性化に資する。 

〔必要性〕 

 中心市街地の公共交通の利便増進につ

ながり、来街者の回遊促進とにぎわい創出

及び活性化のために必要な事業である。      

実施時期： 

H20 年度～ 

H22 年度 

 

 

↑市営電車軌道敷ライトアップ 

↑市営電車軌道改良と緑化 
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(2)②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

 

事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：７－１ 

市電軌道敷緑化 

整備事業（再掲） 

支援措置：  

まちづくり

交付金 

内容： 

街路の緑化 

(市営電車軌道敷の 

緑化) 

位置： 

鹿児島中央駅～鹿

児島駅前 

実施時期： 

H18 年度～H19 年度 

鹿 

児 

島 

市 

〔目標達成のための位置づけ〕 

中心市街地の市営電車軌道敷の芝生緑

化により、ヒートアイランド現象の緩和や

個性ある都市景観の向上を図り、来街者に

潤いと安らぎのある都市空間を提供する、

本市の路面電車活用による回遊性向上の

ための先進的なまちづくり事業として位

置づけている。 

〔必要性〕 

中心市街地の魅力アップ、回遊促進及び

活性化を図るとともに、公共交通の利便増

進と都市環境に配慮した中心市街地の活

性化のために必要な事業である。 

実施時期： 

H18 年度～ 

H19 年度 

 

 

事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：７－２ 

市電軌道敷緑化 

整備事業（再掲） 

支援措置：  

都市交通シ

ステム整備

事業 内容： 

街路の緑化 

(市営電車軌道敷の 

緑化) 

位置： 

中洲通～鹿児島中

央駅、高見馬場交差

点～新屋敷交差点 

実施時期： 

H19 年度～H20 年度 

鹿 

児 

島 

市 

〔目標達成のための位置づけ〕 

中心市街地の市営電車軌道敷の芝生緑

化により、ヒートアイランド現象の緩和や

個性ある都市景観の向上を図り、来街者に

潤いと安らぎのある都市空間を提供する、

本市の路面電車活用による回遊性向上の

ための先進的なまちづくり事業として位

置づけている。 

〔必要性〕 

中心市街地の魅力アップ、回遊促進及び

活性化を図るとともに、公共交通の利便増

進と都市環境に配慮した中心市街地の活

性化のために必要な事業である。 

実施時期： 

H19 年度～ 

H20 年度 

 

↑市営電車軌道敷緑化 
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事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：５５ 

市電停留場 

上屋整備事業 

支援措置：  

都市交通シ

ステム整備

事業 内容： 

市営電車天文館停

留場（下り）の乗り

場及び上屋の延長 

 

実施時期： 

H19 年度 

鹿 

児 

島 

市 

〔目標達成のための位置づけ〕 

多くの人が利用しやすい電停を整備す

ることによって、利用者の快適性と乗降時

の容易性の向上を図り、公共交通の利用を

促進する事業である。 

〔必要性〕 

中心市街地内の主要電停である同停留

場の利用環境を向上させ、公共交通の利便

性を高めることから、中心市街地の活性化

に必要な事業である。 

 

 

実施時期： 

H19 年度 

 

 

事業名：５６ 

バスロケーション

システム導入調査

事業 

支援措置：  

都市交通シ

ステム整備

事業 

内容： 

バスロケーション

システムで提供す

る情報や提供の仕

方などの利用者ニ

ーズを把握するた

めの調査の実施 

 

実施時期： 

H19 年度 

 

鹿 

児 

島 

市 

〔目標達成のための位置づけ〕 

 バスロケーションシステムを活用した

利用者の利便性向上に配慮した優しい公

共交通を実現するための調査事業である。 

〔必要性〕 

 利用者ニーズを反映した効果的なシス

テムとすることにより、利用者の利便性向

上と利用者数の増加につながることから、

公共交通の利便性を向上させ、中心市街地

の活性化のために必要な事業である。 

 

 

 

 

実施時期： 

H19 年度 
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(3) 中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

 

事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：５７ 

バス車両更新事業 

 

支援措置：  

公共交通移

動円滑化設

備費補助（国

土交通省）ほ

か 

 

内容： 

低公害低床型バス

の導入 

実施時期： 

H17 年度～ 

鹿 

児 

島 

市 

〔目標達成のための位置づけ〕 

 バリアフリーに対応し、全ての人が乗降

しやすく、かつ排出ガス抑制や低燃費等の

性能を併せ持つ低公害低床型車両への計

画的な更新を進め、バス利用者の利便性向

上と環境負荷の軽減を図る。 

〔必要性〕 

誰もが利用しやすい公共交通を実現す

ることにより、多くの人のまちなかへの訪

問機会の増加につながることから、中心市

街地活性化に必要な事業である。 

 

実施時期： 

H17 年度～ 

 

事業名：５８ 

連接式超低床電車

購入事業 

 

支援措置：  

LRT システム

整備費補助

（国土交通

省）ほか 
内容： 

超低床電車の導入 

 

実施時期： 

H18 年度～H19 年度 

鹿 

児 

島 

市 

〔目標達成のための位置づけ〕 

 超低床電車を導入し、道路交通渋滞の緩

和や環境改善及び交通バリアフリーを進

め利用者の利便向上等を図る。 

〔必要性〕 

 輸送力の強化及び都市景観の向上に資

することから、まちなかを訪れる市民が利

用しやすく、環境にやさしい公共交通実現

のためにも必要な事業である。 

 

 

実施時期： 

H18 年度～ 

H19 年度 

 

←低公害 
  ・低床型バス 

←新型 LRT 
ﾕｰﾄﾗﾑⅡ 
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(4) 国の支援措置のないその他の事業 

 

事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：５９ 

新船建造事業 

支援措置：  

 

 

 
内容： 

桜島フェリーの新

船を建造による海

上公共交通アクセ

スの向上と利用者

の利便性の増進 

 

 

 

実施時期： 

H19 年度～H22 年度 

鹿 

児 

島 

市 

〔目標達成のための位置づけ〕 

新船を建造し導入することにより、本市

の海の玄関である鹿児島港本港区と桜島

及び大隅半島を結ぶ唯一の海上公共交通

機関である桜島フェリーの輸送力の強化

が図られ、中心市街地へ来街しやすい交通

環境の整備と交流人口の受入態勢の強化

に寄与する事業である。 

〔必要性〕 

少子高齢化の進行に対応しバリアフリ

ーに配慮した新船を建造することは輸送

能力の向上と、利用者の増加・利便性の向

上が図られることから、中心市街地の活性

化に必要な事業である。 

 

 

 

 

 

 

  ↑桜島フェリー「チェリークイーン」 

実施時期： 

 

 

 

 

今 後 都

市 再 生

整 備 計

画 へ 掲

載予定 

支援措置：  

市単独費 

 

事業名：６０ 

桜島フェリーバリ

アフリー化事業 

内容： 

文字表示装置等設

置及び案内放送の

見直し 

実施時期： 

H18 年度～ 

鹿 

児 

島 

市 

〔目標達成のための位置づけ〕 

 櫻島丸、第五櫻島丸及び第十三櫻島丸へ

の文字表示装置の設置と併せて、全船の案

内放送の見直し等を行うことにより、視

覚・聴覚障害者等に対するバリアフリー対

策を進め、利用者の利便性の向上を図る。 

〔必要性〕 

 バリアフリー化を進めることにより、フ

ェリー利用者の増加を通じて、中心市街地

への来街者を増やすことから、必要な事業

である。 

実施時期： 
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事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：６１ 

交通局施設リニュ

ーアル事業（局舎・

電車施設） 

内容： 

交通局局舎・電車施

設の移転整備 

 

実施時期： 

H19 年度～ 

鹿 

児 

島 

市 

〔目標達成のための位置づけ〕 

 老朽化した局舎・電車施設をＪＴ跡地に

移転することで、本市の重要な公共交通機

関であり、また環境にやさしい乗り物であ

る市営電車の利用者の利便性の向上を図

るとともに、局舎・電車施設の機能の充実

を図ることで、まちなかのにぎわいの創出

と回遊性の向上につながる事業である。 

 

〔必要性〕 

本市の重要な公共交通機関である市営

電車の運行拠点施設等を、中心市街地を代

表するいづろ・天文館と鹿児島中央駅の延

長上であるＪＴ跡地へ移転整備すること

で新施設始発・終着の市営電車の運行が増

え、本市の陸の玄関である鹿児島中央駅を

経由し、天文館地区、鹿児島駅に至る中心

市街地の都市軸における運行本数の増加

による利用者の利便性増進を図ることに

より、中心市街地の回遊性向上が図られる

必要な事業である。 

また、同じくＪＴ跡地内に整備する県下

の中核的総合医療施設である市立病院へ

の来院者の交通アクセス手段の確保と利

便性の向上に寄与する事業である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援措置：  

市単独費 
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事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：６２ 

カゴシマシティビ

ュー運行事業 

 

内容： 

市内観光周遊バス

を運行して、利用者

の利便性向上と快

適性の向上を図る 

実施時期： 

H6 年度～ 

H18.3 ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄｺｰｽ 

運行開始 

H18.8 夜景コース 

運行開始 

 

鹿 

児 

島 

市 

〔目標達成のための位置づけ〕 

ユニークな車両自体が観光資源と言わ

れる市内観光周遊バス“カゴシマシティビ

ュー”は、鹿児島中央駅を運行起点に、天

文館を経由し、城山などの歴史・文化ゾー

ン、水族館などのウォーターフロント地区

を約 1時間で周遊するバスであり、中心市

街地をはじめとして観光客等が気軽に移

動できる手段として、回遊性の向上に寄与

する事業である。 

〔必要性〕 

歴史スポットの城山･磯コースとウォー

ターフロントコースに加えて、週末に運行

する夜景とイルミネーションを楽しむ夜

景コースを含め、中心市街地の回遊促進と

活性化のために必要な事業である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援措置：  

市単独費 

 

 

↑ｶｺﾞｼﾏｼﾃｨﾋﾞｭｰ（ﾚﾄﾛ型） 

↑ｶｺﾞｼﾏｼﾃｨﾋﾞｭｰ（新型） 
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事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：６３ 

鹿児島都市圏にお

ける旅客流動の公

共交通への誘導対

策（エコ通勤の社会

実験） 

 

 

支援措置：  

民生部門等

地球温暖化

対策実証モ

デル評価事

業費補助金 

（独立行政

法人新エネ

ルギー・産業

技術総合開

発機構） 

 

内容： 

鹿児島市中心部の

事業所にマイカー

で通勤している人

などを対象に、マイ

カーの代わりにバ

スなどの公共交通

機関の利用を促す

社会実験 

 

 

実施時期： 

H19 年度 

 

鹿 

児 

島 

都 

市 

圏 

エ 

コ 

通 

勤 

推 

進 

会 

議 

（鹿児

島県・

鹿児島

市・鹿

児島県

県バス

協会・

鹿児島

商工会

議所・W

ｅ Love

天文館

協議会

など） 

〔目標達成のための位置づけ〕 

 自家用車による中心市街地内への通勤

をバスや路面電車に変更することで、交通

渋滞の緩和と公共交通の活性化を図り、地

球温暖化の一因であるCO２の排出削減につ

なげることにより環境に配慮した、まちな

かの賑わい創出と回遊性の向上を目指す

事業である。 

 

〔必要性〕 

 中心市街地への自家用車による通勤を、

省エネルギー性、渋滞・環境負荷の緩和や

コンパクトシティによるまちづくりを進

める観点から鉄道、バス、路面電車といっ

た公共交通に誘導し、新たな需要を創出す

るための施策を社会実験として実施する。 

 この社会実験は、公共交通機関の利用促

進による中心市街地の交通渋滞緩和と都

市環境の向上を図るとともに、実施に当た

り、天文館の商店街と連携して、エコカー

ドの店頭提示やポイントに応じた割引き

などの特典を受けられるようにするなど、

地元商業とも連携した商店街活性化にも

つながることから必要な事業である。 

 

〔実験の柱〕 

①「エコ通勤事業所認証制度」の導入・ 

 「エコ通勤事業所表彰」の実施 

②公共交通機関への転換を支援する公共 

 交通案内所（鹿児島中央駅（桜島口）前 

 と天文館地区の 2か所）の設置 

③「ＩＣカード連動型エコポイント制」の 

 試験的導入 

 

実施時期： 

H19 年度 
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◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鹿児島市中心市街地活性化基本計画：事業位置図

Ｎ

１４．ＪＴ跡地活用検討事業

６１．交通局施設リニューアル事業
（局舎・電車施設）

１３．(仮称)鹿児島市立病院整備事業

１５．(仮称)いづろ・天文館にぎわい創出事業

１６．(仮称)親子つどいの広場施設整備事業

３．中町自転車等駐車場（仮称）整備事業

２８．(仮称)いづろ・天文館地区商業活性化事業(山形屋増床整備を含む）

１７．かごしま水族館
１０周年記念事業

１．中央町２２番街区
市街地再開発事業

２９．アジア青少年芸術祭開催事業

１８．みなと大通り別館整備事業

４．歴史ロード“維新ふるさとの道”(仮称)整備事業

５．甲突川右岸緑地整備事業

１１．(仮称)清滝川通り整備事業

７．市電軌道敷緑化整備事業

８．舗装新設・歩道整備事業 １０．ブルースカイ計画事業

６．ファンタスティックイルミネーション推進事業

１９．維新ふるさと館体感
ホールリニューアル事業

２０．みんなで参加　わがまちづくり事業

４８．“We Love 天文館”活性化事業

３０．商店街ファンタスティックイルミネーション事業

３１．街なか空き店舗活用事業

３５．かごしま観光プログラム推進事業

３４．（仮称）新規創業者育成支援事業

３３．都市型産業振興事業

３６．かごしま春祭開催事業

４１．商店街一店逸品運動推進事業

３８．朝市・フリーマーケット開催事業

３７．レンタサイクル・
タウンモビリティ事業

４０．通りとオープンスペースを活用したソフト事業

３９．商店街ファサード整備事業

４２．かごしま錦江湾サマー
ナイト大花火大会開催事業

４３．おはら祭推進事業

４４．バリアフリー天文館開催事業

４５．頑張る商店街支援事業

４６．にぎわい商店街づくり支援事業

５８．連接式超低床電車購入事業

６０．桜島フェリー
バリアフリー化事業

５４．市電車体更新事業

５７．バス車両更新事業

５３．市電軌道改良事業

商業の活性化街なか居住の推進都市福利施設の整備市街地の整備改善 公共交通機関の利便増進※施策区分の色分け

そ　　の　　他鹿　児　島　市 民間事業者等※実施主体の色分け

※位置図に表示できない事業

６２．カゴシマシティビュー運行事業

６３．鹿児島都市圏における旅客流動の公共
交通への誘導対策（エコ通勤の社会実験）

２７．(仮称)中央町２２番街区テナントミックス事業

４７．おぎおんさあ(祇園祭)開催事業

９．鹿児島駅周辺都市
拠点総合整備事業

（まちづくりガイドライン作成検討）

４９．“みなとゆめ市場”開催事業

５０．鹿児島カップ火山めぐり
ヨットレース開催事業

１２．（仮称）景観に配慮した屋外広告物のあり方検討事業

２１．安心安全パートナーシップ事業（防犯パトロール隊支援事業)

２２．「みんなの目」パトロール事業

２３．青色防犯灯犯罪防止調査研究モデル事業

２４．中央町町内会
公民館整備事業

５２．大河ドラマ「篤姫」対策推進事業

５１．遊覧船運航事業

５９．新船建造事業

２５．いづろ商店街ショッピングモール化事業

２６．（仮称）照国表参道商店街ショッピングモール化事業

２．中央町２３番街区
市街地再開発事業

５５．市電停留場上屋整備事業

５６．バスロケーションシステム導入調査事業

３２．鹿児島大学との連携による商店街活性化策検討事業


